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月の新学期早々より、勤務する京都市内の私立小
学校においてオンライン学習がスタートすること
となり、英語科担当教員として、その試行錯誤を
経験した。
筆者らの勤務校は、マイクロソフト・ショーケー
ススクールとして ICT教育に力を入れている小
学校である。全国の学校に休業要請が出ていた期
間、5・6 年生がタブレット PCを所有していた
こと、コミュニケーションツールとして
Microsoft Teamsが導入されていたことなどをふ
まえて、休校という措置は取らず、動画配信の形
でオンライン学習を家庭で進めていくという方針
が出され、2020 年 4 月から 6 月中旬にかけて全
学年で取り組むこととなった。筆者らが担当する
英語科では、2006 年の開校当初より長期休暇用
の学習ツールとして、リスニングクイズやチャン
ツ・ジングルなどに BGMをつけ、教員の音声を
録音した自作音源を、CDとして児童に配布し、
家庭で聞けるようにするという取り組みは行って
きたが、動画作成は初めての挑戦となった。
勤務校のようにオンライン授業による学びを継
続した小学校のケースのうち、英語授業に特化し
た全国的な調査や報告は、筆者らの知る限りまだ
なされていない。また、あったとしても、どのよ
うな実践が具体的に行われたかについての詳細は
報告されていない。そこで、本稿では英語専科教
員として筆者らが勤務校で取り組んだ、オンライ
ン配信によるオンデマンド型動画授業の具体事例
を示し、取り組んだプロセスを通して授業者ら自
身が得た学びと教訓を明らかにすることで、今後
の教育現場における ICTを活用した授業実践の
一助としたいと考えた。

Ⅰ　はじめに
新型コロナウイルスは、教育現場の従来のアプ
ローチに大きな影響を与え、特に日本においては、
ICT環境整備の課題をあぶりだした。文部科学
省実施の「新型コロナウイルス感染症対策のため
の学校の臨時休業に関連した公立学校における学
習指導等の取り組み状況について」まとめた調査
結果によると、2020 年 4 月 16 日時点での授業動
画を活用した家庭学習の割合は 10％、双方向型
のオンライン指導を通じた家庭学習は 5％という
結果であった。これは、国内の教育機関における
ICT環境整備の早急な対応の必要性を物語って
いるともとれる数字であるが、インターネット上
では早くからオンライン学習に対応しようとした
地方自治体や学校の実践事例が散見された。例え
ば、埼玉県立総合教育センターが小学校、中学校、
高等学校の各校種の児童生徒向けに作成した
YouTube学習動画集や、京都教育大学附属桃山
小学校のロイロノート（クラウド授業支援アプリ
ケーション）を活用したオンライン授業について
のウェブインタビュー、他には小学校受験情報サ
イトが「休校中私立小学校の取り組み特集」とし
て全国の私立小学校 22 校へのインタビュー内容
をもとに、各校が休校中に行った取り組みをまと
めたものなどが挙げられる。
文部科学省の調査結果からもわかる通り、こう
いった取り組みは全国的に行われたわけではな
く、日本の学校にとっての大きなチャレンジで
あったことは間違いない。いずれの実践において
も、多くの教員にとっては初めての取り組みとし
て、何が正解かわからない中で試行錯誤したこと
は想像に難くない。かくいう筆者らも、2020 年 4
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まとめ、それらを分析している。
まず、教員が使用したアプリケーション等の具
体例を挙げており、Zoomや Google Classroom

など日本でもおなじみのツールが活用されていた
ことが分かる。
次に、オンライン EFL（English as a Foreign 

Languageの略で外国語としての英語を指す）学
習における実践方法が報告されている。インドネ
シアでは、課題の締め切りを設定し、その期間内
に生徒が各自のペースで取り組むといった方法
（asynchronous mode）ではなく、大半の教師は
学校の方針により、決まった時間にオンライン学
習を実施した教員が大半を占めたということであ
る。
教師らのアンケート記述とインタビューから浮
かび上がった、時系列に沿った実践の具体からは、
対面授業で取り組んでいるプロセスとほとんど変
わりがなかったことが指摘されている。つまり、
教師が教室でやっていた授業をオンラインに置き
換えただけであり、教師自身が、学習環境の違い
をさほど考慮に入れていないこと、オンライン学
習にあたってテクノロジーの活用を最大限に生か
そうとはしていなかったことについても言及して
いる。また、教師がよりクリエイティブにオンラ
イン学習環境を活かした実践に取り組むために
は、教師自身がオンライン学習を通して知識を深
め、指導技術を向上させていく必要性を指摘して
いる。
そして最後に、教員が直面した課題を明らかに
し、その原因を探っている。主な課題として挙がっ
たのは家庭でのデバイス使用の問題で、インター
ネット回線の不具合や、接続にかかる費用の問題
に加えて、生徒が個人的に使える端末の不足など、
学習環境整備を指摘している教員が多かったこと
が挙げられている。また、生徒のデジタルリテラ
シーの低さに加えて、全般的な読解能力の低さに
起因する課題が露呈したことも明らかにされた。
これらの教員の省察の分析は、筆者らが取り組
んだ動画授業実践の経験とアンケート調査から見
えてきた児童の実態に類似する部分が数多くあっ
た。国が違い、校種が違っても、初めて経験した
オンライン学習の実態や教師や生徒が直面した課

また、様々な校種で実践されたオンライン学習
の成果と課題は、今後明らかにされていくと考え
られる。それらの事例の一つとして、実践を記録
しておくことが、オンライン学習というプラット
フォームにおける校種の垣根を越えた新たな教育
実践に繋がることを期待したい。
オンライン授業では、勤務校での通常の英語授
業の要素を保持しつつ、児童が家庭でも「英語を
聞く、読む」活動を中心とした学習を目的とした
動画授業を行った。本稿では、その実践の具体的
な内容をまとめる。また、その取り組みから、筆
者ら授業者自身が改めて授業について振り返る機
会を得られたことにより見出された教訓をまとめ
る。最後に、児童のアンケート回答をもとに、今
後の授業改善に活かすべき留意点を抽出する。

Ⅱ　先行研究
新型コロナウイルス感染予防のため、全世界の
各地で教育機関が休校となり、オンライン学習が
促進されたが、この期間内の実践や研究の報告は
まだ多くはない。各国の大学等の高等教育機関に
おけるオンライン学習の文献からその強みや課題
を分析した報告（Dhawan,2020）、ESL/EFLの
オンライン学習に対する学習者側の受け止め方を
まとめたもの（Layali,2020）の他、早々にオン
ライン学習に切り替えた学校のケーススタディに
加 え て 教 員 の 省 察 を 分 析 し た も の
（Basilaia,2020）などがある。これらはいずれも、
海外の取り組みであり、国内の報告は、2020 年 9
月時点では、服部ら（2020）、 藤谷ら（2020）な
ど医療系の教育現場での実践が挙げられるが、初
等中等教育分野での実践についてはまだ報告がさ
れていない。休校後、学校の再開と同時に新たな
生活様式を取り入れながら学校教育活動を展開し
ている真っ只中の現場からの報告は、もうしばら
く待たねばならないかもしれない。
こういった状況において、Atmojo（2020）は、
インドネシアで EFLを担当する 16 名の高校教
員へのアンケート調査と、そのうち 5名へのより
詳しいインタビューを通して、オンライン授業実
践の取り組みを詳細にまとめた。具体的には、教
員から得た情報を 3つに分類して代表的な意見を
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題には、多くの共通点が見いだせることが分かっ
た。
このインドネシアの高等学校におけるオンライ
ン授業実践と教師の省察分析は、コロナ禍におけ
る中等教育現場の状況をいち早く伝えている数少
ない例で、現場の教員にとっての教育的示唆に富
み、意義深い研究であると言える。
冒頭で述べた通り、小学校の教育現場における
オンライン授業については、国内外を通して、ま
だ報告がなされていないことを受けて、次節より、
筆者らが経験した小学校でのオンライン配信によ
るオンデマンド動画授業の実践の具体について報
告する。

Ⅲ　  小学校英語におけるオンデマンド型動画授業
の実際

1　英語動画授業実践に至る背景
通常授業では、日本人専科教員とネイティブ教
員のティームティーチング体制を取っており、英
語でのやり取りを存分に聞かせ、やり取りする中
で、「英語を聞いて理解する」「聞き続ける姿勢を
育む」ことに加えて、発達段階に応じた「読む・
話す活動」を取り入れた授業を行っている。1、2
年生は週 2回、3年生以降は週 3回あり、一般的
な小学校より多くの授業数が確保されている。全
学年、英語で授業が進められ、豊富なインプット
を与え、テンポよく多種多様な活動に取り組む中
で、小学生の発達段階に応じた英語学習を進めて
いる。小学校という発達段階の特性を大切にした
テーマ別カリキュラムで、二人の教師の英語での
やり取りに児童を巻き込みながら進める授業が
ベースとなるため、これらの要素を動画授業に置
き換えるにあたっては、動画配信の準備段階から
配慮すべき点が数多くあった。ここでは、まず動
画授業作成のプロセスをまとめ、次に実際に取り
組んだ 2か月間の動画授業の内容についてまとめ
る。筆者らは、小学校 2年生、4年生、6年生の
授業を担当し、2年生と 4年生には週 1回、6年
生には週 2回の動画授業配信を行った。1，3，5
年生も同様に、各学年の授業担当者らが動画授業
配信を行ったが、本稿では、筆者らが授業担当者
として直接関わった2，4，6年生に絞って報告する。

なお、ここでは作成した動画を授業として位置
づけ、以後「動画授業」という言葉を使う。

2　動画授業の配信方法
まず、学校として、小学校 1年生から 6年生と
いう幅広い発達段階とデジタルリテラシーを考慮
した時、保護者の支援なしに決まった時間に自力
で遅延なくオンラインで接続させることの負荷が
予想できた。そこで、4月は週 2回、5 月以降は
週 3回の 20 分程度の朝のショートホームルーム
に限っては時間を決めて Zoomを使って実施し、
担任教員やクラスメートと交流する機会は設け
た。教科学習については、オンライン配信により、
各家庭の状況に合わせて動画授業を視聴できる形
式を取った。そして、前述の通り、英語科の授業
は、そもそも教室においても教師からのオーラル
インプットを学習の軸として進行させていたこと
から、教材や課題を配信して個々に学習を進める
というスタイルではなく、動画授業を視聴する形
が妥当であった。加えて、児童の自習学習、また
は家庭学習としては復習が主だったため、事前に
英語教材を配布して予習させる習慣がなかったこ
ともあり、授業同様に、教師のやりとりを聞いた
り、スライドを見ながら英語を聞いたりして、理
解を確認するためのワークシート冊子を手元に置
かせ、「理解すること」に重きを置いた形の学習
形態を取ることとした。
このオンデマンド型動画授業を進めるにあた
り、活用した主なツールは、Yo u  T u b e、
Classting、Microsoft Teamsの 3つである。
動画配信にあたっては、限定公開の方法で

YouTubeを活用した。筆者らが担当した、2 年
生及び 4年生の児童及び保護者へのコンテンツ配
信にあたっては、You Tubeにアップロードした
動画の URLを張り付ける形で、Classtingを活
用して情報を共有した。Classtingは学校から保
護者への連絡ツールとして以前より活用している
限定公開の SNSである。6年生は、児童が一人
一台のタブレット PCを所有していたことから、
児童の端末にインストールされていたグループ
チャットアプリケーションである Microsoft 

Teamsを通して課題を提示し、Teams内のアプ
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リケーションである Streamで動画配信を行っ
た。児童は自分のタブレット PCを用いて、教師
からの情報を保護者を介さず直接得ていた事、ま
た、投稿機能を使って質問やその応答が可能で
あったことは、2年生、4年生とは異なる状況で
あった。ただ、クラスごとに設けられた教科毎の
セクション内での投稿機能であるため、クラス全
員に共有されることが前提となり、個々の児童へ
の対応は必要な場合のみに限られていた。保護者
もMicrosoft Teamsのアプリケーションを自身
のスマートフォンや PCなどにダウンロードする
ことが可能であったため、児童が得ている情報の
視聴が可能であり、家庭によっては保護者から児
童への声掛けもあったと想定される。5月以降は、
1年生から 4年生にもアカウントを配布し、各家
庭の端末にアプリケーションをインストールして
もらい、双方向のやりとりをする場所を確保した。
また、6年生は児童からの課題提出ツールとし
て、ロイロノートも活用した。
それぞれに運用を進めながら、改良を加えて
いったわけだが、動画授業による学習スタイルで
は児童の反応がどうしても見えにくいことから、
高学年には、自身の学習の振り返りを兼ねたオン
ラインアンケートを実施した（4月中に 2回、登
校再開直後 1回計 3回実施）。児童自身の学習ス
タイル・量・内容、学習コンテンツに対する感想、
または困りごと等についての率直な意見・感想を
集約し、それらを元に動画授業改善に活かすこと
ができた。次節では、動画授業の具体的な内容を
述べる。

3　動画授業の具体的な中身
普段の 45 分間授業の中では、4 ～ 6 つ程度の
多種多様な活動に取り組んでいる。それは、英語
を聞き続ける集中力を途切れさせず、また、多様
な英語に触れることを大切にしているからであ
る。そういった勤務校の授業の要素を保つことを
意識して、一度に配信する動画の種類と数を選定
していった。
担当学年のカリキュラム内容に沿って、動画授
業であっても学習が成り立つコンテンツを選定し
ていったところ、最終的に約 2か月半のオンライ

ン学習中に、担当した 3学年を対象とした動画授
業は、計 182 本に至った。内訳は、2年生 -58 動画、
4 年生 -47 動画、6 年生 -58 動画、絵本の読み聞
かせ -16 動画、歌 -3 動画である。
通常の授業では、歌や絵本を必ず取り入ている
が、著作権の関係上、活用には制限が多く、絵本
については出版社より特別許可をいただく事で、
活用が可能となった。歌についてはパブリックド
メインのある歌のみに絞ったため、数は少なく
なっている。また、6年生向けには、教員が動画
を作成している際の失敗場面などの様子を集めた
NG集も動画として作成し、お楽しみ動画として
共有した。
勤務校からは英語だけではなく、すべての教科
の動画授業が配信されることから、受け手側とな
る保護者の負担を最大限に減らすために、情報共
有内容については、一読して理解してもらえるよ
う文面や動画の見せ方を熟考したことも、オンラ
インならではの配慮事項であった。同時に、授業
一つ一つの具体的な内容を保護者と共有するとい
うことも、初めての経験であり、動画授業の大き
な特徴の一つであったと言える。通常授業であれ
ば、単元名を伝える程度のところを、ここでは保
護者のサポートを前提として学習を進めたことか
ら、特に低学年においては、保護者が理解しうる
文面で、児童がすべきことを完結に伝えることが
大きな留意点であった。以下の抜粋 1及び 2は、
4月第 1回目の授業として配信した内容である。
6年生には、Microsoft Teams上で、児童に直
接伝える形であったため、比較的授業に準じた形
で運用ができた。保護者には、別途 Classtingを
通して、その週の学習内容を簡単にまとめたもの
と課題を伝えた。

Ⅴ　動画授業コンテンツとタスクの分類
1　動画授業の内容
次に、これらの動画授業の実際の内容について
まとめる。種類としては、大きく分けると表 1で
示す 5つに分類された。発達段階を考慮し、指示
理解が可能であること、手順が分かりやすいこと
なども含めて、一人で取り組めることを想定した
活動である。
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2　コンテンツの種類
（1）リスニングクイズ /BONGO
今回の動画授業ならではの必然性があると考え
取り入れたコンテンツである。2，4 年生には既

習語彙の復習となるような言語材料を扱った。6
年生には、これらに加えて 200words程度のお話
を聞かせ、その内容理解を問うようなクイズや、
英検に出てくるような、会話を聞いてその続きと
なる文を選ぶ等のバリエーションを加えて取り組
ませた。いずれの活動も、学習方法がシンプルで
何度も聞けばわかってくるという点において達成
感があったこと、また、特に BONGOはゲーム
感覚で取り組めるため、楽しみながら取り組んで
いる様子がアンケートからも見て取れた。児童の
活動手順は以下の通りである。

①  リスニングクイズ /BONGO（リスニングクイズ）
1．  絵と文字つきの語彙リストを見ながら、教師
の発音を聞く。

2．教師の音声に合わせて、発音練習をする。
3．いくつかの語彙に関してヒントとなる描写や
説明を聞いて、どれか推測する。
4．動画授業末尾で答え合わせをする。

【抜粋 3】　配信授業画面（リスニングクイズ）

【抜粋 1】　2年生 4月第 1回配信教材

＜ 2年生のみんなへ＞
Hello!2 年生！元気にしているかな？
2年生の英語をたんとうする三ツ木ゆかです。どうぞよろ
しくね！英語の先生たちで作ったじゅぎょうムービーをお
くります。いつものじゅぎょうと同じように、先生たちと
いっしょに、声に出して英語を言ってみよう！何回も聞い
ているうちに、わかる英語は、どんどんふえていくよ。た
のしみながら、がんばっていこうね！
＜保護者の皆様へ＞
今年度、英語を担当させて頂く三ツ木です。どうぞよろし
くお願い致します。
〇〇、〇〇と 3人で担当させて頂きます。
配信動画数が多いですが、どれも数分間の短いものになっ
ています。
②⑨⑩は、モジュール②、歌⑨、絵本⑩です。
子ども達には、繰り返し一緒に声に出して楽しんでもらえ
たら嬉しいです。
冊子に書き込む活動は、動画内で答え合わせができるよう
になっています。
“Writing”（P.2 ～ P.6）は、視聴後じっくり取り組むもの
です。あたたかい励ましをどうぞよろしくお願い致します。

※以下、①～⑩ YouTube URLは本稿では省略。
① teachers’ self-introduction（先生じこしょうかい）
② Let’s try module!（英語モジュール）
③ listening quiz①ワークブック P.1　
④ listening quiz②ワークブック P.1　
⑤ face parts（顔の部分の名前）ワークブック P.7　
⑥   alphabet writing 1（アルファベットを書こう）ワーク
ブック P.2

⑦   alphabet writing 2（アルファベットを書こう）ワーク
ブック P.3 

⑧ Phonics① ワークブック P.10 　 
⑨Story time ①“Grandma’s Glasses”（絵本の読み聞かせ）　
⑩ Let’s sing! ”Muffin Man”（いっしょに歌おう！）　

【抜粋 2】　6年生 4月第 1回配信教材

①  ロビン先生の自己紹介リスニング・学校紹介を英語でし
よう・useful expressions
②ワークシート P.1,2,3,9 は動画を見ながら取り組む。
　ワークシート P.12Expressions④ part1 は宿題
＜配信動画＞
① Intro of video lesson
②   Robin-sensei’s self-introduction ワ ー ク ブ ッ ク P.2 

challenge 1
③   Listening Quiz(teacher’s self-introduction) ワークブッ
ク P.1

④ School Tour at Ritsumeikan① ワークブック P.3
⑤ Useful expressions 1-10 ワークブック P.9
⑥ BONGO jobs ワークブック P.12

【表 1】　動画授業コンテンツとタスクの分類
コンテンツの種類 タスク
①リスニング
クイズ /BONGO

語彙のレビューとヒントクイズ、対話、
少し長いお話、フォニックスの語彙等
復習的な聞き取り

②やり取り A 会話に巻き込む・インタビューの聞き
取り（低中学年）

②やり取り B 読み物教材の理解を促す（高学年）
③やり取り C いろんな先生・校内で撮影し、「聞きた

い！見たい！」を触発、 インタビュー /
やりとりの聞き取り（全学年）

④絵本の読み聞か
せ・歌

お楽しみ動画として聞いて楽しむ ,NG
集含む。＊絵本は出版社から許可取得
の上、使用

⑤語彙などの反復
練習

文字認識・フォニックス復習・リーディ
ング・word shuffle
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①リスニングクイズ /BONGO（BONGO）
1．語彙リストを見ながら、教師の発音を聞く。
2．教師の音声に合わせて、発音練習をする。
3．語彙リストの中から好きな語彙を 3 つ選び、
〇をする。
4．教師の話す描写などのヒントを聞き、自分の
選んだ 3つ全ての語彙が出てきたら BONGOと
なり、クリアとなる。

（2）やりとりABC（教員が登場するタイプ）
本来の授業ならば、教師同士が英語でやり取り
をするところを見せ、聞かせ、そしてそのやりと
りに児童を巻き込みながら展開していく部分を、
動画であっても、日本語を介さず聞いてわかる英
語で話し、その場に児童がいるかのように語りか
けることを通して、授業に近い環境を創り出した。
中低学年向けのやりとり Aでは、やり取りを
聞いてターゲットとなる言語材料を聞いて理解
し、教師同士がその言語材料を用いてインタ
ビューし合っている内容を聞き取ると言ったタス
クを設定した。

高学年向けのやりとり Bでは、児童の手元の
冊子にあるテクストの内容を、動画上でスライド

【抜粋 4】　配信授業画面（BONGO）

【抜粋 5】　配信授業画面（やりとりA）

の視覚補助を見せながら、教師間のやりとりを聞
かせた。そのようにして内容理解を促した後、児
童は実際にテクストを読み、読後の課題に取り組
んだ。

動画の合間には、抜粋 5の画面のように、理解
したことを児童自身が言語化し、確認するタスク
を設け、聞きっぱなしにならないような工夫も取
り入れた。
動画の後半には、抜粋 6の画面のように、読み
物に音声を乗せて、聞きながら読めるようにする
ことで、個々の児童が自分の必要に応じて学習で
きるようにした。

全学年で取り入れたやり取り Cは、学校に来
ることができない児童が学校や教員を身近に感じ
られる機会になればという思いから、校内の様々
な場所で撮影し、英語科以外の教員にもインタ
ビューなどで登場してもらった動画授業である。
児童らは、これらの動画授業を最も好んでおり、
登校が再開した後、これらの動画についてコメン
トする児童が多数いた。

【抜粋 5】　配信授業画面（やりとりB）

【抜粋 6】　配信授業画面（やりとりB）
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抜粋 7の画面では、教師がスクールツアーをして
いる設定で、特別教室などについて児童が説明す
るタスクを課した。

（4）絵本の読み聞かせ・歌（お楽しみ動画）
児童にとってのお楽しみ的な活動として、絵本
の読み聞かせや歌も取り入れたが、これらについ
ては著作権に関わる課題に直面した。歌は、著作
権保護期間が満了したパブリックドメイン認証が
取れているものに限り、絵本については、出版社
と直接交渉し、特別に許可を得られたものに限り
配信することができた。
また、児童のアンケート結果から、「自由読書
がしたい」「絵本の読み聞かせをしてほしい」と
いった声が複数あったことから、5月は教師が登
録するだけで活用できるオンライン読書ツールと
して、Oxford Owl（https://www.oxfordowl.

co.uk/）を導入した。読み上げ機能もあり、200
冊近くの楽しい絵本を無料で読むことができるこ
とから、授業で活用しているシリーズの中から必
読書を指定し、簡単な感想を書くことも課題とし
た。これまでの授業の中でも使えそうで、使えな
かったツールであり、このオンライン学習期間を
通して、学習ツールの幅を広げることができたも
のの一つであると言える。

（5）  語彙などの反復練習（教員が登場しない音
声PPTスライドタイプ）

ドリル的な語彙反復練習等のタイプを指す。動
画であれば、動画作成者が編集したタイミングで
動画を進めることになるが、抜粋 8 のようにパ
ワーポイントスライドをスライドショーモードで
保存しておくことで、児童が自分のペースでク

【抜粋 7】　配信授業画面（やりとりC） リックし、スライドを進めながら音声を聞き、反
復練習ができる。
今回のオンライン学習中には多用しなかった
が、これらは、オンライン学習以前の授業内で児
童にダウンロードさせて活用していたものでも
あった。特に高学年児童はファイル自体の使い方
には慣れていたが、Microsoft Teams内でのダウ
ロード方法など、新たな課題も見えた。

Ⅴ　  オンデマンド型動画授業実践から得た英語授
業に対する新たな気づきや変化

1　授業者の振り返り
まず、教員間の振り返りを通して、本実践から
得た新たな気づきや変化を述べる。動画授業実践
中、及び通常授業再開後の筆者ら教員間の多くの
ディスカッションから、普段以上に個々の児童の
ペースに寄り添う方法についての意識が高まり、
どう授業を改良すべきか考えるようになったこと
が最も大きな変化だと言える。
オンライン学習開始 2週間後に、6年生児童へ
の第 1回目のアンケートを取ったところ、「もっ
とチャレンジングなことをやりたい」、「動画授業
を見ることに精いっぱい」など受け止め方の個人
差と、個々のニーズにマッチした学習にしていく
必要が浮き彫りになった。そこで、第 2回目の冊
子を郵送する際には、6年生に対しては課題の取
り組み方を複数提示し、児童自身に選択させたり、
タスクを完了した児童向けにさらに次のタスクを
用意したりするなど、より主体的にその学習に向
かわせようとする意識が働いた。登校が再開した
後の授業においても、個々のペースで取り組める
ようなプラスαのタスクをワークシート上で設け

【抜粋 8】　配信授業画面（語彙などの反復練習）
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るようにしたことは、動画授業の経験が影響した
と省察する。
普段の授業では、提出物の把握や机間指導をし
ながら児童が困っている部分をその都度、教師が
見つけて支援の働きかけができるが、動画授業に
おいては時間配分を含めて、判断すべてが児童に
委ねられた。その結果、普段の授業以上に、児童
の取り組む速さや取り組み方の違いを、教師は目
の当たりにすることができた。また、教師側は最
大限の想像力を働かせて個々の児童が困らないよ
う課題の提示方法も工夫したが、プロセスの中で
は支援ができないジレンマも経験した。教師に
とって、もともと存在していた “ 個人差 ” がより
明確に可視化され、直視せざるを得なかったので
はないかと考えられる。
このような経験を経たおかげで、筆者らは、通
常授業に戻った後の一斉授業の中で、個々をより
一層意識して授業をデザインしていきたいと強く
感じた。そこを無視して今後の授業はできないと
いう、授業への大きな反省を促された。友だちや
教師とやり取りをしながら、共に学びを進めるク
ラス全体での授業の良さは活かしつつ、他方で
個々のペースで取り組む活動を組み込んでいく工
夫を大事にしていきたいと考えている。
一方で、何をするにしても新たな手間と時間が
かかることは間違いなく、どう折り合いをつけて
いくのかが、今後の課題になっていくのであろう。
別の観点からの変化としては、動画教材を作成
することへのハードルが格段に下がった事であ
る。オンライン学習が終了した後の夏休み課題と
しても動画を配信したり、課題の解説動画を作成
するなど、これまでとは異なる教材開発が進めら
れている。それは、教員の動画作成ノウハウ、気
を付けるべき点を掌握済みのため、作業時間の予
測がつくことにより実施が可能になったと言え
る。

2　児童のアンケート分析
次に、児童側が今回の動画授業をどう受け止め
たのか、またその要因を分析する。
今回の動画授業実践にあたっては、合計 3回に
わたって 6年生児童 120 名にアンケートを取り、

児童自身の学びに対する捉えを把握しようとし
た。第 1回と第 2回は、オンライン授業中にウェ
ブアンケートを活用して実施した。第 3回は、学
校への登校が再開した直後の授業で実施した。第
1回と第 2 回はアンケートの回収率はそれぞれ、
81％と 72％であり、最後に実施したものは 100％
であった。4年生児童は、個々にタブレット PC

を所有していないことから、登校再開後に紙面で
アンケートを取った。2年生は、2か月半にわたっ
たオンライン学習の振り返りは発達段階的にそぐ
わないため実施しなかった。
ここでは、6年生のアンケート結果から、「動
画授業はどうだったか。」という質問への回答に
特化して報告する。この質問に対して、「楽しかっ
た」「まあまあ楽しかった」「いつもとあまり変わ
らなかった」「大変だった」「とても大変だった」
という 5つの選択肢を設けた。ざっくりとした質
問だが、その選択肢を選んだ理由を記述させるこ
とで、動画授業全般に対する印象から、児童側の
受け止めを探ろうとした。
結果は、「楽しかった」-22.9％「まあまあ楽し
かった」-26.3％、「いつもとあまり変わらなかっ
た」-5.9％、「大変だった」-32.2％、「とても大変だっ
た」-12.7％であった。

〇楽しかった・まあまあ楽しかった（49.2％）
この選択肢を選んだ児童の理由として、以下の
5つの要素が浮かび上がった。

要素 1動画授業自体の楽しさ・いつもと違うこ
とへの新鮮味
要素 2個々の活動の楽しさ
要素 3タスクに取り組んだことへの達成感
要素 4自分のペースでできること
要素 5 ICTスキルの向上

具体的なコメントには、「普段ではない楽しさ
があった。」、「先生が楽しそうにやってくれてい
たので楽しめました！」、「直接は話せないけれど
動画を見るのは楽しかったからです。」、「先生の
話が面白い」、「先生の劇などが面白かった」といっ
たコメントもあり、教室でのやりとりを疑似的に
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体験しているような感覚で、動画に面白さを感じ
ていることが推察される。
この項目を選んだ児童にとっては、与えられた
タスクが難しすぎず、簡単すぎず、児童の英語力
に合致した内容を提供できたのではないかと考え
られる。いつもとは異なるタスクに、新鮮味を感
じながら楽しく取り組み、それを達成する喜びを
感じていることが記述から受け取れた。また、パ
ソコン操作においても自力で何とかできるスキル
が備わっていたことから、そのスキルを向上する
機会になったことを喜んでいる。また、特徴的な
要素として、自分のペースで学習を進めることに
充実感を感じていることからも自立した学習に向
かう姿も見出すことができる。時間配分を含めて、
教師や友達の助けを得られない環境下において、
自分で何とかせねばならず、それをやり遂げたこ
とによる達成感は、普段の授業より感じることが
できたのではないかと考えらえる。

〇いつもと変りない（5.9％）
あたかも教室で授業を受けている雰囲気が出る
ように、やり取りをふんだんに取り入れて動画授
業を作っていた授業者の意図を汲み取っていたか
のように、動画授業であってもその活動自体の意
義を、普段の授業と同様に受け止めていると受け
取れる反応である。

〇大変だった（32.2％）

要素 1パソコン操作
要素 2量の多さ
要素 3質問ができない

この項目を選んだ児童のコメントのうち、最も
多かったのがパソコン操作に関わるものだった。
続いて、量の多さが挙がっており、質問がすぐに
できないことへの困難さを挙げた児童も数名い
る。課題自体に難しさを感じ、加えてパソコン操
作の不慣れもあいまって、負担感が増したことが
うかがえる。また、困った時に、質問ができない
環境であったことにより、解決したくてもできな
かった状況が浮かび上がった。

〇とても大変だった（12.7％）

要素 1パソコン操作
要素 2内容自体の難しさ
要素 3量の多さ

ここでもパソコン操作についてのコメントが最
も多かったが、この選択肢を選んだ全ての児童が、
別の質問でも「動画の数が多い・やや多い」を選
択していた事を含めて、パソコン操作への不慣れ
であることから、思ったように学習を進めること
ができず、量の多さを必要以上に感じているよう
にも受けとれる。また、内容の難しさを言及した
児童はこの項目を選択した児童のみであり、理解
度の差が大きく影響していることがわかる。
また、普段の授業では、教師のその場に応じた
ジェスチャーや視覚的な補助を手掛かりにした
り、教師がわからない様子を察知して追加的な説
明を加えたりするところ、動画授業では、書かれ
た指示を読んで理解せばならない場面が多く、課
題に至る以前にその指示を理解する力が乏しかっ
た部分での困難さもあったのではないかと感じら
れる。
これらの児童のコメントから見えてくるオンラ
イン学習時の実態は、先行研究で挙げたインドネ
シアの事例と類似する点が非常に多いことが分か
る。本実践は、学校の方針により、動画配信とい
う手法のみであったため、対面での質疑応答の機
会や、個々の児童とのやり取りは非常に限られた
ものであった。ただし、期間中には児童とのコミュ
ニケーションの場として、毎日 1時間ほど自習室
として zoomを開き、教科を問わず学年団の教員
が 2名ほど待機し、必要に応じて関われる場を設
けるなど、プロセスの中で改善されていったこと
もあり、教師も初めての取り組みに試行錯誤しな
がら学んでいったと言えるだろう。
概ね、授業担当者が想定していた範囲で動画授
業を運用できたと考えられるが、インタラクティ
ブ授業を希望する声や、「先生と生でやり取りを
しながら教えてほしい」といった声に応えること
ができなかったことは悔やまれる点であり、そう
いった機会を適切なタイミングで積極的に提供す
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ることができれば、児童の困りごとを解決するだ
けではなく、児童自身がより前向きに自律した学
習に向かうきっかけを与えることができるのでは
ないかと考えられる。工夫の余地はまだあると考
えられるが、動画授業のみで取り組ませる限界は、
事前の個別支援の手立てに左右されると言える。

Ⅵ　本動画授業実践の成果と課題
本節では、成果と課題を①～⑤として提示した
上で、それらの関連性をまとめたい。

1　成果
先行研究で示した Atmojo（2020）では、教師
自身が学習環境の違いをさほど考慮に入れず、テ
クノロジーの活用を最大限に生かそうしていな
かったことが課題として挙げられていたが、本実
践では対面授業とは異なる学習環境下だからこそ
の①「動画授業の強みを活かした教材作成」に取
り組むことができた。既存の教材を動画授業なら
ではのコンテンツに改良したり、個々に取り組む
ゆえに何度も繰り返し視聴できるリスニング・
リーディング教材を多数作成したりすることがで
きた。
また、授業を動画で作るというプロセス自体が、
教員にとっては自身の授業を振り返る機会となっ
ていた。そして、それらの省察と児童の反応や学
習へ取り組み方への分析を通して、対面授業以上
に、児童間の「個人差」が明確に可視化され、こ
れまで以上に児童に寄り添った授業づくりへの意
識の変化が生まれた。この変化が②「個人差への
対応を加味した教材と取り組ませ方の改良」に繋
がった。自由選択課題を付加したり、活動の取り
組み方法を児童自身に選ばせたりするなどの学習
展開は、個人学習に特化したオンライン学習期間
がなければ、教員自身が自らを強いて経験するこ
とはできなかったであろう。
最後に、③「教師の ICTスキルの向上」が挙

げられる。本実践を通して、活用できるアプリケー
ションの種類の増幅と使用頻度が飛躍的に上がっ
た。ICTスキルは一度身につけてしまえば、動
画編集等にかかる時間が短縮されることも体感
し、効率的な活用が進んだ。また、児童及び保護

者の UX（User Experience）の向上に向けた改
良と工夫を重ねたことにより、オンライン上のコ
ミュニケーションへの配慮意識が高まったこと
も、副次的な成果と言える。

2　課題
今回、初めて経験したオンデマンド型動画授業
実践を記録としてまとめ、その取り組みを省察し、
オンライン学習期間中の児童の学習の様子、そし
てアンケート記述を分析するプロセスを通して、
筆者らが共通して最も強く感じた課題は、④「自
律した英語学習者の育成」であった。Richards

（2010）によると、「自律した学習者とは、自分の
学習を管理し、目標、学習プロセス、および自分
の言語学習の必要に応じた学習への取り組みに関
する決定に責任を負う能力の結果」（筆者訳）と
定義されている。今回のオンライン学習で、学習
方法をいくつか提示することで、児童自身が自分
に合った方法を選び、学習を調整していく経験が
一つの手立てになりうる可能性が見いだせた。今
後、対面授業においてもその検証を進めていきた
い。
また、ICTという側面からも大きな課題を突
き付けられた。自律した教科学習を進めていくた
めには、⑤「児童の ICTスキル習得」はさらに
重要であり、個々の必要に応じて ICTを使いこ
なせるスキル育成は、学校に課せられた喫緊の課
題である。それは、児童のみならず、保護者の啓
蒙を含めた取り組みであるべきであり、一教科の
中で取り組めるものと、学校という枠組みの中で
取り組む必要のあるものとを分けて考える必要が
ある。

3　まとめ
最後に、①から⑤の成果と課題がどう関連づい
ているのかをまとめ、本実践報告の結語としたい。
まず、③と⑤は、教師と児童、しいては保護者
も含めた ICTスキル向上の必要を示唆している。
今後の学習環境において、ICTスキルは言うま
でもなく今以上に活用されるべきものであり、こ
のオンライン学習期間を経たことにより、学校と
家庭双方での必要性が明らかになった。
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次に、②の改良は、④の課題への気づきから生
まれたものであるが、今後の対面授業における個
別学習の取り入れ方については、①の成果をもと
に、さらに検討を重ねていくべきことである。具
体的には、オンデマンド型の教材を活用した家庭
学習や反転学習のアプローチ等が考えられる。
今後も引き続き、ICTスキル向上を通して、自
律した英語学習者を育てるための活用ツールを教
師が幅広く持てるよう、研鑽を積んでいきたい。
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